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MCH6; APAF3; APAF-3; PPP1R56; ICE-LAP6

842.0

P55211

KBECTHIRL /=& b CASPI (AA: 331-416) DR = n-HAMRAUTH.

COEBIEFIF. VATAYV-FANRZEVBTATT— (AANR—F) J73IY—DAYN—%3—RLTWET, ARAN—FDiE
SRR, ST RN XAOETREBCHSOTHRONAEEEREZLET. hAN—FEEFER G T OBRLE L THREL.

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



G enkiLife

REENETANRS T UBEREICSVWTA VAV BDREST. Kih2 o071y bEERLET, ChbodTi1zy bMEZ
ERETAL TEEBREEHRLES. COXVUNRIEEE, VM OAcCETRN=—VARTFA—EERHUETF 1 hBH22 01
VEEARTHEITR -V RV —LIRE>TESA YNV BDBRE L EEHEZ G 2EREMENH Y . C ORI H R /X\—HiEHE
WHRT—RIZHETB2RIMPOBRBEO—DLEZLNATOET, CORYARVEETRM=Y A CHENTHOPAREIERE L.
EEHEFTHIEEZIDNATUNET, BIRNRATIA VYV Tk T, EROGEENN) 7Y MELET, [RefSeq iR
it 2013 5A]

RRPE

TR =YX, PIBK-Akt ¥ ' FIURIEZE

EfFT—4
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーのメンバーをコードしています。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たします。カスパーゼは不活性なプロ酵素として存在し、保存されたアスパラギン酸残基においてタンパク質分解を受け、大小2つのサブユニットを生成します。これらのサブユニットは二量体を形成して活性酵素を形成します。このタンパク質は、シトクロムcとアポトーシスペプチダーゼ活性化因子1からなるタンパク質複合体であるアポトーシスソームによって自己タンパク質分解および活性化を受ける可能性があり、この段階はカスパーゼ活性化カスケードにおける最も初期の段階の一つと考えられています。このタンパク質はアポトーシスにおいて中心的な役割を果たし、腫瘍抑制因子であると考えられています。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年5月]
	研究分野
	アポトーシス、PI3K-Aktシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CASP9 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

